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7月1日㈮　神戸市立東灘区民センターうはらホールにて第89回国際協同組合デー・兵庫県記念大会を開催しました。
（関連記事P.4〜5）
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こ
の
度
の
第
61
回
通
常
総
会
で
会
長
理

事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
連
合
会
と
県

下
の
生
協
運
動
発
展
の
た
め
に
微
力
な
が

ら
全
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
む
所
存
で
す

の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

16
年
前
の
1
9
9
5
年
1
月
17
日
、
大

都
市
直
下
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
7
．3
の
兵
庫
県
南
部
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
死
者
6
，4
3
4
人
、
負
傷
者

４
３
，7
9
2
人
と
戦
後
最
大
規
模
の
被

害
を
出
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
す
。

特
に
震
源
に
近
い
神
戸
市
市
街
地
の
被
害

の
様
子
は
甚
大
で
、
日
本
国
内
の
み
な
ら

ず
世
界
中
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
3
月
に
お
こ
っ
た
東
日
本
大
震

災
は
、
こ
れ
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
で

す
。
宮
城
県
牡
鹿
半
島
沖
を
震
源
と
し
て

発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、

日
本
の
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
9
．0
を
記
録
し
、
震
源
域
は
岩
手
県

沖
か
ら
茨
城
県
沖
ま
で
南
北
約

5
0
0
km
、
東
西
約
2
0
0
km
の
広
範
囲

に
お
よ
び
、
し
か
も
、
こ
の
地
震
に
よ
り
、

場
所
に
よ
っ
て
波
高
10
m
以
上
、
最
大
遡

上
高
40
．5
m
に
も
上
る
大
津
波
が
発
生
、

東
北
地
方
と
関
東
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
部

に
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
東
日
本
大
震
災
で
の
被
害
は
、
7
月

17
日
現
在
、
死
者
１
５
，5
7
8
人
、
負

傷
者
5
，6
9
4
人
、
行
方
不
明
者
5
，

0
7
0
人
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
、

い
ま
だ
5
千
人
を
超
え
る
行
方
不
明
者
が

お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
震
災
を
経
験

し
て
い
る
我
々
も
適
当
な
お
見
舞
い
の
言

葉
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
復

興
に
向
け
て
の
動
き
も
、
着
実
に
進
ん
で

い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
よ
う
で

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
地
震
と
津
波
に
よ
っ

て
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

に
お
い
て
、
深
刻
な
原
子
力
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
1
9
8
6
年
に
ソ
ビ
エ
ト
連

生
協
は
こ
の
社
会
で
何
が
で
き
る
の
か
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本田　英一
（ほんだ・えいいち）

兵庫県生活協同組合連合会　会長理事

邦
で
起
き
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発

電
所
事
故
以
来
の
、
多
量
の
放
射
性
物
質

が
外
部
環
境
に
放
出
さ
れ
た
最
悪
な
事
故

で
す
。
事
故
そ
の
も
の
の
収
束
に
向
け
て

の
道
筋
が
見
え
な
い
ば
か
り
か
、
原
子
力

発
電
所
の
停
止
に
よ
っ
て
深
刻
化
す
る
電

力
不
足
問
題
、
放
射
能
汚
染
の
拡
大
に
よ

る
健
康
被
害
の
不
安
、
ま
た
一
方
、
風
評

被
害
に
よ
る
農
業
・
水
産
業
に
携
わ
る
み

な
さ
ん
の
ご
苦
労
も
大
変
心
配
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
、
私
た
ち
の
社
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
発

生
す
る
問
題
に
つ
い
て
、多
く
の
人
が「
な

ん
と
か
し
な
け
れ
ば
」
と
思
い
つ
つ
も
、

具
体
的
な
解
決
の
道
筋
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
ず
不
安
が
広
が
る
と
い
う
状
況
に
あ

り
ま
す
。
将
来
に
希
望
を
持
ち
に
く
い
社

会
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
生
協
は
「
こ
の
社
会

を
構
成
す
る
多
く
の
人
々
が
、
自
分
た
ち

の
力
を
寄
せ
あ
っ
て
事
業
と
活
動
を
す
す

め
る
こ
と
で
自
分
た
ち
自
身
の
生
活
を
改

善
し
、
も
っ
て
よ
り
良
い
社
会
づ
く
り
に

貢
献
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
め
ざ
し
た
組

織
で
す
。
ま
さ
に
今
、
私
た
ち
生
協
は
社

会
か
ら
役
割
発
揮
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と

言
え
ま
す
。そ
う
い
う
こ
と
か
ら
言
え
ば
、

私
た
ち
生
協
人
は
「
今
後
、
生
協
は
こ
の

社
会
で
何
が
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
、

組
合
員
の
力
を
ど
う
結
集
す
れ
ば
生
協
の

社
会
的
役
割
発
揮
の
力
を
高
め
ら
れ
る
の

か
」
と
い
っ
た
事
に
つ
い
て
、
も
っ
と
み

ん
な
語
り
、
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、

生
協
が
こ
う
い
っ
た
役
割
発
揮
を
し
て
い

く
た
め
に
は
、
ま
た
一
方
に
お
い
て
、
他

の
ど
こ
か
ら
も
財
政
的
援
助
等
を
受
け
る

こ
と
の
な
い
生
協
と
し
て
、
い
か
な
る
経

営
環
境
に
あ
っ
て
も
市
場
経
済
の
中
を
自

ら
の
足
で
立
ち
、
し
か
も
生
協
の
名
に
恥

じ
な
い
事
業
で
将
来
へ
の
発
展
に
必
要
な

事
業
剰
余
を
生
み
出
し
て
い
く
経
営
努
力

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

国
連
は
2
0
1
2
年
を
「
国
際
協
同
組

合
年
」
と
定
め
ま
し
た
。
21
世
紀
に
入
っ

て
、
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ま
す
ま
す

進
ん
で
い
ま
す
。
人
や
物
や
情
報
が
世
界

中
を
自
由
に
行
き
交
う
、
そ
れ
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
た
そ
の

変
化
か
ら
新
た
な
る
問
題
も
起
こ
っ
て
き

ま
す
。
国
際
社
会
の
秩
序
も
20
世
紀
後
半

の
日
欧
米
の
先
進
国
を
中
心
に
し
た
も
の

か
ら
大
き
く
変
容
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
中
で
、
協
同
組
合
の
「
そ

れ
ぞ
れ
の
違
い
で
は
な
く
、
共
有
で
き
る

価
値
観
に
着
目
し
て
事
業
や
活
動
を
す
す

め
、
競
争
や
対
立
で
は
な
く
協
同
の
関
係

を
つ
く
っ
て
い
く
」と
い
う
基
本
精
神
が
、

こ
れ
か
ら
の
新
た
な
国
際
社
会
づ
く
り
に

お
い
て
も
有
効
な
考
え
方
で
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
生
協

を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
国
際
社
会
の
変
化
が
日
本
を
揺
り

動
か
し
、
そ
の
日
本
の
中
で
私
た
ち
生
協

も
自
ら
の
存
在
意
義
を
問
い
続
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
各
会
員
生
協
が
、「
あ

ら
た
め
て
生
協
運
動
の
原
点
に
立
ち
返

り
、
自
ら
の
組
織
、
事
業
、
活
動
の
あ
り

よ
う
を
再
点
検
し
て
い
く
こ
と
」
が
、「
国

際
協
同
組
合
年
」
と
い
う
国
際
的
な
呼
び

か
け
に
主
体
的
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
兵
庫
の
地
で

も
「
国
際
協
同
組
合
年
」
を
生
協
運
動
の

発
展
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
会
員
生
協

の
み
な
さ
ま
と
ご
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
理
解
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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第89回

国際協同組合デー
兵庫県記念大会を開催
テーマ『協同の力で未来を拓く』

「
国
際
協
同
組
合
デ
ー
」
は
、
世
界
の
協
同

組
合
に
携
わ
る
人
々
が
、
平
和
と
よ
り
よ
い
生

活
を
築
く
た
め
に
運
動
の
前
進
を
誓
い
合
う
記

念
日
と
し
て
、
毎
年
7
月
の
第
1
土
曜
日
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
兵
庫
県
で
は
毎
年
7
月
の
第

1
金
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
同
日
に

は
、
第
28
回
兵
庫
J
C
C
委
員
会
が
併
せ
て
開

催
さ
れ
、
各
協
同
組
合
（
連
合
会
）
の
ト
ッ
プ

が
参
加
し
、
活
動
報
告
お
よ
び
年
度
方
針
の
確

認
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
有
田
聡
里
さ
ん
（
兵
庫
県
農
業
協

同
組
合
中
央
会
）
の
司
会
で
開
幕
し
、
会
場
に

は
兵
庫
県
、
神
戸
市
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓

の
皆
様
と
6
2
2
名
の
参
加
で
会
場
は
満
席
に

な
り
ま
し
た
。

第
一
部
の
記
念
式
典
で
は
、
冒
頭
、
東
日
本

大
震
災
の
犠
牲
者
の
方
へ
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
あ

と
、
主
催
4
団
体
を
代
表
し
て
兵
庫
県
生
協

連
・
本
田
英
一
会
長
理
事
（
兵
庫
県
協
同
組
合

連
絡
協
議
会
会
長
）
が
「
本
日
の
国
際
協
同
組

合
デ
ー
は
、
全
世
界
の
協
同
組
合
人
が
心
を
一

つ
に
し
て
、
平
和
と
よ
り
良
い
生
活
を
築
く
た

め
協
同
組
合
運
動
の
発
展
を
誓
い
合
う
日
で

す
。
現
在
、
環
境
問
題
や
食
糧
問
題
、
食
品

の
安
全
性
の
確
保
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

あ
げ
ら
れ

て
い
る
な

か
、
問
題

解
決
に
向

け
て
、
生

活
者
の
組

合
で
あ
る

生
協
と
生

産
者
で
あ

る
農
協
・

漁
協
・
森

林
組
合
が

相
互
の
立

場
を
認
め

合
い
協
力
し
あ
っ
て
共
に
進
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
年
2
0
1
1
年
度
は
、
国
連

が
定
め
た
『
国
際
森
林
年
』
で
す
。
ま
た
来
年

2
0
1
2
年
は
『
国
際
協
同
組
合
年
』
と
な
っ

て
お
り
、
続
く
2
0
1
3
年
は
兵
庫
県
協
同

組
合
連
絡
協
議
会
（
兵
庫
J
C
C
）
の
設
立
30

年
の
節
目
に
あ
た
り
ま
す
。
今
後
も
兵
庫
の
協

同
組
合
4
団
体
と
そ
こ
に
集
う
人
々
の
力
と
知

恵
を
結
集
し
、
協
同
の
輪
を
広
げ
兵
庫
の
協
同

組
合
の
発
展
と
地
域
社
会
の
発
展
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
、
続
い
て
、
ご
来

賓
を
代
表
し
て
兵
庫
県
副
知
事
・
金
澤
和
夫
様

か
ら
「
本
日
は
、
生
協
、
農
協
、
漁
協
、
森
林

組
合
関
係
の
皆
様
方
が
集
わ
れ
、
記
念
大
会
を

開
か
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
あ

げ
ま
す
。
4
者
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
は
違
い
ま
す

が
、
存
在
の
小
さ
い
一
人
ひ
と
り
の
力
を
集
め

て
組
合
員
の
協
同
利
益
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と

い
う
協
同

組
合
の
理

念
は
同
じ

で
す
。
そ

の
中
で
、

『
生
産
の

現
場
』
と

7
月
1
日
㈮
神
戸
市
立
東
灘
区
民
セ
ン
タ
ー 

う
は
ら
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
兵
庫
県
協
同
組
合

連
絡
協
議
会
（
兵
庫
J
C
C
）
を
組
織
す
る
生
協
、
農
協
、
漁
協
、
森
林
組
合
の
主
催
に
よ

り
第
89
回
国
際
協
同
組
合
デ
ー
・
兵
庫
県
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

兵庫JCC・東日本大震災への支援として「激励メッセージ」を贈りました。

3
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東
日
本
大

震
災
」
の
地
震
・
津
波
に
よ
り
未
曾
有

の
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
に
対
し
て
、

兵
庫
県
協
同
組
合
連
絡
協
議
会
（
兵
庫

J
C
C
）は
激
励
の
た
め
、農
協
、漁
協
、

森
林
組
合
、
生
協
の
4
団
体
か
ら
、
90

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
、
ポ
ス
タ
ー

に
し
て「
宮
城
県
協
同
組
合
こ
ん
わ
会
」

（
兵
庫
J
C
C
と
同
様
に
農
協
、
漁
協
、

森
林
組
合
、
生
協
の
4
団
体
で
協
同
組

合
の
連
携
を
深
め
る
取
り
組
み
を
す
す

め
て
い
る
）
へ
贈
り
ま
し
た
。

　
●
宮
城
県
協
同
組
合
こ
ん
わ
会

事
務
局
よ
り
●
　

6
月
30
日
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
り

ま
し
た
。
想
像
以
上
に
立
派
な
も
の
で
恐

縮
し
て
い
ま
す
。
7
月
2
日
に
開
催
の
協

同
組
合
デ
ー
・
宮
城
県
大
会
の
会
場
に
掲

示
し
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

大
会
終
了
後
、各
団
体
に
届
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

兵庫県生協連
本田英一	会長理事

兵庫県副知事
金澤和夫 氏

神戸市市民参画
推進局局長
大谷幸正 氏

4

兵
協
連
だ
よ
り



『
生
活
者
（
消
費
者
）』
の
4
者
の
互
い
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
こ
と
と
思
い

ま
す
。
課
題
は
、
数
々
ご
ざ
い
ま
す
が
、
兵
庫

県
内
の
協
同
組
合
の
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
さ
ら
に
力
強
く
進
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
有
意
義
な
一
日
に
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
い
た
し
ま
す
。」
と
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
神
戸
市
長
・
矢
田
立
郎
様

か
ら
（
代
読
、神
戸
市
市
民
参
画
推
進
局
局
長
・

大
谷
幸
正
様
）
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、兵
庫
県
漁
協
女
性
部
連
合
会
会
長
・

森 

武
美
さ
ん
が
「
第
89
回
国
際
協
同
組
合
デ

ー
兵
庫
J
C
C
宣
言
」
を
力
強
く
読
み
上
げ
、

会
場
の
参
加
者
全
員
の
賛
同
の
拍
手
を
も
っ
て

第
一
部
を
終
了
し
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
浜 

美
枝
氏
を
講
師
に
「
心

地
よ
い
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
〜
自
然
と
と
も

に
生
き
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
同
氏
が
、
中
学
生

時
代
に
柳
宗
悦
の
著
書
に
出
会
い
、
民
衆
的
工

芸
品
（
＝
民
衆
の
使
う
物
、
民
芸
品
）
に
あ
る

美
し
さ
を
知
り
、
後
に
、
か
つ
て
の
自
然
と
共

に
暮
ら
し
て
い
た
日
本
の
生
活
が
知
り
た
い
と

の
思
い
か
ら
全
国
各
地
を
旅
し
、村
々
に
通
い
、

多
く
の
人
と
の
出
会
い
を
経
験
さ
れ
た
中
で
感

じ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
ご
自
身
の
農
業

体
験
か
ら
、
地
産
・
地
消
、
食
料
自
給
率
向
上

の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
お
話
を
い
た
だ
き
、「
食

料
自
給
率
を
上
げ
る
為
に
も
、
今
こ
そ
、
生
産

者
と
消
費
者
側
が
新
し
い
絆
と
信
頼
関
係
を
作

っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
し
て
消
費
者

は
無
防
備
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
自
然
環
境
の
保

全
、
美
し
い
景
観
を
守
る
こ
と
が
、
農
業
を
守

り
、
森
林
を
守
り
、
海
を
守
る
こ
と
に
な
る
。

今
こ
そ
、
豊
か
で
成
熟
し
た
社
会
の
実
現
に
向

け
て
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に

「『
協
同
』
と
は
、
互
い
に
相
手
を
思
い
や
り
、

支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
一
人
が
で
き
る

さ
さ
い
な
こ
と
か
ら
で
結
構
で
す
。今
後
、益
々

皆
様
の
絆
を
強
め
て
、
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
結
ば

れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
そ
の
他
に
も
子
育
て

や
女
性
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
お
話
し
や
、
同

氏
が
影
響
を
受
け
ら
れ
た
沖
縄
の
花
織（
織
物
）

に
尽
力
さ
れ
た
与
那
嶺
貞
さ
ん
の
お
話
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
、
楽
し
い
お
話
に
、
会
場
の
参
加

者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

第89回国際協同組合デー兵庫JCC宣言
3月11日に東日本を襲った大震災と津波は、多くの尊い人命を奪った
ばかりでなく、被災地の地域社会に壊滅的な被害を及ぼし、また、原子力
発電所の功罪を浮き彫りにしました。この波紋は、単に被災地のみならず
全国に波及していますが、同時に国内はもとより世界中に支援の輪がひろ
がりました。
私たちは16年前に阪神淡路大震災を経験しています。希望を失いそう
な日々のなか、日本各地より寄せられた温かい支援が復興への励みとなり
ました。こうした経験から全国に先駆けて、私たち協同組合組織も支援活
動を続けています。被災地の一日も早い復興を祈りつつ、これからも心を
ひとつにした活動が望まれます。
さて、本年は国連が定めた国際森林年です。国際森林年は、世界中の森
林の持続可能な経営・保全の重要性に対する認識を高めることを目的とし
て制定され、我が国でも、「美しい森林づくり」を目的とし、森林・林業
再生を目指して様々な活動が予定されています。
また、来る2012年は、国連が「国際協同組合年」とすることを宣言い
たしました。これは、協同組合がこれまで社会経済開発や世界の食料安全
保障、金融危機といった面で果たしてきた役割を国連が高く評価し、各国
の協同組合がこれらの問題にいっそう強力に取り組むことに期待し制定さ
れたものです。
このような時代だからこそ、ここ兵庫の地からも、現代における協同組
合の価値と私たちの果たすべき役割について、社会に対し何がアピールで
きるか、いま一度、考えようではありませんか。
本日、第89回国際協同組合デーの開催にあたり、生協、農協、漁協、
森林組合など、兵庫県内の協同組合に集う私たちは、今こそ協同組合の原
点に還り、私たちの身の回りから協同の関係をつくり出すことはもとより、
「食の安全・安心」や「環境の保全」にかかる取り組みをさらに前進させ
るとともに、「協同の力で未来を拓く」をスローガンに、暮らしよい兵庫
と協同組合の発展をめざし、一層努力していくことをここに宣言します。

　2011年7月1日� 第89回国際協同組合デー・兵庫県記念大会

兵庫JCC＝
兵庫県協同組合連絡協議会＝とは

【Hyogo-ken Joint Committee 
of Co-operatives】

　兵庫県協同組合連絡協議会（兵庫JCC）
は、兵庫県下の生協、JA（農協）、JF（漁協）、
森林組合の4協同組合の相互交流と連携強
化を目的に、第62回（1984年）の協同組
合デーを機に設立したもので、本年で28
周年を迎えました。

JCC宣言を力強く
読み上げる

兵庫県漁協女性部
連合会会長
森　武美 さん

併せて開催された「第28回兵庫JCC委員会」
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当日は、コープこうべの労務安全衛生顧問とし
ての就任経験もある社会保険労務士・茶園幸子氏
を講師に研修・学習会をすすめました。労務管理
については、労働基準法の基本からお話をいただ
き、労働契約、賃金、労働時間関係（労働時間、休日、
時間外・休日労働、年次有給休暇）、解雇、就業規則、法定書類について、わかりやすい解説とと
もに参加者と実例をあげながら内容の確認をしました。

続いての「（職場内での）ハラスメント関係」については、セクシャルハラスメント、パワーハ
ラスメントについて、根拠条文の内容を解説いただくとともに、実際に該当する要件について説明
をいただきました。そのうえで事業主が講ずべき措置について、就業規則への方針の明確化や体制
の整備、事後の対応について具体的なお話しをいただきました。

研修・学習会中は、参加者から積極的に質問が出され、生協の健全は運営と効率的な経営、そし
て生協職員にとってより働きやすい職場環境のありかたについて学習をすすめました。参加者から
は、「実例などをまじえ現場で必要な内容を分かり易くお話いただきました」「質問が大変しやすく
良かった」等の感想も寄せられ、内容の濃い実りある研修・学習会となりました。

労働安全衛生研修・学習会を開催

兵庫県・兵協連共催

コンプライアンス研修のご案内

兵庫県生協連
主　催

7 月19日㈫兵庫県民会館において、生協の事業・経営という視点から見
た職場の労務管理とハラスメントについて、会員生協・団体を対象に「労
働安全衛生研修・学習会」を開催し、8生協1団体から担当役職員12名の
参加がありました。

社会保険労務士・茶園氏

2011
年度

2008年 4月に改正生協法が施行され、組合員の保護を図る観点から、事業の健全性を確
保するとともに経営責任態勢の強化が強く求められています。
兵協連では、会員生協に改正生協法に基づいた健全な生協運営を行っていただくため、

この間、「内部統制研修」「監事研修（兵庫県共催含む）」を開催してまいりました。引き続き、
今年度は、以下の内容でコンプライアンス研修を開催いたします。
多忙な時期とは存じますが、みなさまの多数のご参加をお待ちしています。

日　時：2011年9月10日㈯　午前10時〜12時
会　場：兵庫県民会館 10階「福」
対　象：会員生協常勤役員（非常勤役員、担当職員も可）
内　容：① 清原桂子氏 （兵庫県 理事）による 講演
　　　　② 三宅　充氏 （MMコンサルティング）　による講演

※詳細内容は近日中にお知らせいたします。

●お問い合せ・お申し込み：兵庫県生活協同組合連合会　TEL. 078-391-8634
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震災復興支援活動報告

平
成
23
年
3
月
11
日
㈮
14
時
46
分
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ

り
多
数
の
方
々
が
被
災
さ
れ
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
姫
路
市
民
共
済
で
は
、
少
し
で
も
被
災
者
の
方
々

の
お
力
に
な
り
た
い
と
思
い
、
い
ち
早
く
当
組
合
事
務
所
内
に

義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。
役
職
員
だ
け
で
な
く
事
務

所
に
訪
れ
た
多
数
の
組
合
員
の
方
々
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
5
月
17
日
㈫
に
姫
路
市
福
祉
総
務
課
に
義
援
金
を
提
出
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
も
な
お
余
震
が
起
こ
り
、
復
興
活
動
や
節
電
対
策
等
で

不
安
定
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
姫
路
市
民
共
済

で
は
、
被
災
者
の
方
々

の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
と

役
職
員
一
同
考
え
て
お

り
ま
す
。

（
通
信
員
　
山
本
悠
人
）

尼
崎
医
療
生
協
で
は
医
療
福
祉
生
協
連
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
に
呼
び
か
け
宮
城
県
山
元
町
へ
の
生
活
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
5
月
か
ら
派
遣
し
て
い
ま
す
。
被
災
地
現
地

事
務
局
を
起
ち
上
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
尼
崎
を
は
じ
め
、
近
畿
や
全
国
の
医
療
生
協

の
組
織
担
当
者
等
が
現
地
に
常
駐
し
、
被
災
地
住
民
へ

の
訪
問
行
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
被
災
者
ニ
ー
ズ
を
受

け
て
、
近
畿
を
は
じ
め
全
国
の
医
療
生
協
か
ら
の
週
末

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
、
被
災
住
宅
の
床
下
の

泥
出
し
、
側
溝
の
ヘ
ド
ロ
除
去
、
仮
設
住
宅
へ
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

6
月
11
日
㈯
に
は
「
近
畿
総
行
動
デ
ー
」
と
銘
打
っ

て
、
近
畿
一
円

か
ら
3
0
0
人

を
超
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
山

元
町
に
集
結
。

山
元
町
花
釜
地

区
の
被
災
住
宅

を
中
心
に
、
泥

出
し
作
業
、
炊

き
だ
し
、
仮
設

住
宅
訪
問
を
行

い
ま
し
た
。

医
療
生
協
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

被
災
者
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
三
者
が
協

同
し
て
行
う
と
こ
ろ

に
大
き
な
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
三
者
が
直

接
・
間
接
で
し
っ
か

り
話
し
合
っ
た
上
で
の
作
業
に
な
る
の
で
、「
生
き
る

希
望
が
持
て
た
」「
上
を
向
い
て
歩
き
た
い
」
な
ど
の

感
謝
の
言
葉
に
被
災
者
の
満
足
度
も
と
て
も
大
き
く
表

れ
て
い
ま
す
。

被
災
者
の
立
場
に
な
っ
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
寄

り
添
い
、
被
災
者
の
思
い
を
引
き
出
す
こ
と
は
、
実
際

と
て
も
難
し
い
の
で
す
。「
う
ち
は
大
丈
夫
だ
か
ら
」

と
お
っ
し
ゃ
る
方
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
で
、
作
業
を
依
頼

す
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
、
作
業
依
頼
の
手
続
き
し
な

い
方
が
多
い
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
よ
く
よ
く
お
話

し
を
う
か
が
っ
て
み
る
と
、
実
際
は
家
の
中
が
ま
っ
た

く
片
付
い
て
い
な
い
、
生
活
再
建
へ
の
道
筋
も
立
っ
て

い
な
い
、
な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
日
も
、
地
域
へ
出
て
の
訪
問
行
動
を
通
じ
て
、
被

災
者
と
の
関
係
づ
く
り
を
積
極
的
に
行
い
な
が
ら
、
生

活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
通
信
員
　
杉
山
貴
士
）

尼
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

姫
路
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
き
る
希
望
が
持
て
た
」

「
復
興
の
願
い
を
義
援
金
に
の
せ
て

  

被
災
者
の
方
々
を
全
力
で
応
援
し
ま
す
」

姫路市福祉総務課（左）に義援金を渡す当組合職員（右）

力を合わせて泥だし作業

ボランティアリーダーの打ち合わせ
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7
月
6
日
㈬
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
生
活
文

化
セ
ン
タ
ー
（
神
戸
市
東
灘
区
）
で
「
ひ
ょ

う
ご
暮
ら
し
の
大
学
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

40
人
が
1
期
生
と
し
て
学
び
始
め
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
自
ら
理
解
・
選
択
・
行
動

で
き
る
「
消
費
者
力
」
の
実
践
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
よ
う
と
、
兵
庫
県
と
コ
ー
プ
こ
う

べ
が
協
働
し
、
神
戸
と
姫
路
で
開
か
れ
る

も
の
で
す
。　

開
校
式
で
は
、
兵
庫
県
理

事
・
清
原
桂
子
さ
ん
が
挨
拶
。「
児
童
虐
待

な
ど
の
背
景
に
は
、
炊
事
・
洗
濯
な
ど
の

生
活
が
自
立

し
て
い
な
い

こ
と
も
。
暮

ら
し
の
技
術

は
次
の
世
代

に
し
っ
か
り

伝
え
な
け
れ

ば
。
み
な
さ

ん
に
は
地
域

の
核
と
な
る

人
に
育
っ
て

欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

続
く
第
1
回
の
講
座
で
は
、
コ
ー
プ
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
住
吉
の
林
律
子
さ

ん
が
、「
心
に
残
る
『
は
じ
め
ま
し
て
』」

を
講
義
。
相
づ
ち
を
う
つ
自
己
紹
介
で

違
い
を
認
め
る
気
持
ち
を
学
び
、
漢
字
の

ゲ
ー
ム
で
グ
ル
ー
プ
の
力
を
実
感
し
ま
し

た
。
最
後
に
各
自
の
参
加
目
的
を
紙
に
書

い
て
発
表
し
、
学
び
た
い
こ
と
を
共
有
し

ま
し
た
。

今
後
は
、
消
費
者
問
題
、
地
域
再
発

見
な
ど
を
テ
ー
マ
に
3
月
ま
で
14
回
に
わ

た
っ
て
学
び
ま
す
。

�

（
通
信
員
　
榊
原
晶
子
）

今
年
も
豊
岡
市
祥
雲
寺
地
区
に
て
、
田

ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

例
年
と
違
い
土
曜
日
の
開
催
に
な
っ
た

こ
と
で
参
加
申
込
み
も
少
な
め
で
し
た

が
、
最
終
的
に
は
コ
ー
プ
自
然
派
の
仲
間

で
あ
る
ピ
ュ
ア
大
阪
の
新
任
理
事
家
族

や
、
生
産
者
、
J
A
、
豊
岡
市
の
ス
タ
ッ

フ
を
含
め
77
名
の
参
加
が
に
ぎ
や
か
に
開

催
し
ま
し
た
。

調
査
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
子
供
達

が
ビ
オ
ト
ー
プ
で
水
棲
の
生
き
も
の
を
探

す
事
か
ら
始
ま
り
、
大
人
は
環
境
調
査
や

イ
ト
ミ
ミ
ズ
な
ど
を
数
え
る
調
査
を
し
ま

し
た
。
初
め
て
の
参
加
者
に
は
白
い
バ
ッ

ト
に
入
っ
た
泥
の
中
か
ら
動
く
物
を
探
す

こ
と
か
ら
始
め
て
も
ら
い
、
イ
ト
ミ
ミ
ズ・

ユ
ス
リ
カ
の
違
い
を
説
明
し
、
数
を
カ
ウ

ン
ト
す
る
作
業
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
「
こ
れ
は
何
？
」

「
こ
の
動
い
て
い
る
の
は
？
」　
「
こ
れ
数
え

た
か
な
？
」
…
…
。
ポ
ケ
ッ
ト
図
鑑
を
見

な
が
ら
一
生
懸
命
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
珍
し
い
も
の
で
は
、
飛
び
虫
・
モ
ノ

ア
ラ
ガ
イ
・
カ
ゲ
ロ
ウ
な
ど
を
探
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

子
供
達
は
、
カ
エ
ル
は
も
ち
ろ
ん　

ド

ジ
ョ
ウ
・
コ
オ
イ
ム
シ
・
タ
イ
コ
ウ
チ
・

ド
ン
コ
な
ど
な
ど
42
種
類
も
の
生
物
を
探

し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
副
理
事
長
　
山
口
邦
子
）

県
と
協
働
で
「
ひ
ょ
う
ご
暮
ら
し
の
大
学
」
ス
タ
ー
ト

生
活
に
関
わ
る
テ
ー
マ
を
楽
し
く
学
ぶ

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
自
然
派
兵
庫

2
0
1
1
年
度 

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査

挨拶をされる	清原桂子	兵庫県理事

「これは何？」数のカウント作業
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7
月
5
日
㈫
に
、
ラ
イ
ン
の
館
に
お
い

て
「
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
音
楽
を
通
し

て
、
日
頃
異
人
館
を
訪
れ
る
機
会
の
少
な

い
方
々
に
も
、
ラ
イ
ン
の
館
に
よ
り
親
し

み
を
感
じ
て
い
た
だ
こ
う
と
企
画
し
、
毎

回
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

梅
雨
の
合
間
の
お
天
気
に
恵
ま
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
声
楽
と
フ

ル
ー
ト
、
電
子
ピ
ア
ノ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

で
、「
虹
の
彼
方
に
」
や
「
チ
ャ
ー
ル
ダ
ッ

シ
ュ
」
な
ど
名
曲
の
数
々
が
演
奏
さ
れ
た

ほ
か
、
オ
ペ
ラ
曲
「
乾
杯
の
歌
」、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
曲
の
「
メ
モ
リ
ー
」、
さ
ら
に
は

日
本
の
唄
の
「
小
さ
な
空
」
な
ど
美
し
い

歌
声
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
か
ら
は
、「
す
べ
て
に

お
い
て
感
情
が
こ
も
っ
て
い
て
、
音
楽
の

物
語
の
光
景
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

初
め
て
観
さ
せ
て
頂
い
て
、
気
持
ち
が
軽

く
な
っ
て
ス
ッ
キ
リ
し
ま
し
た
」、「
美
し

い
声
と
フ
ル
ー
ト
が
重
な
り
あ
っ
て
、
よ

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
素
敵
で
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ラ
イ
ン
の
館

に
つ
い
て
は
「
庭
の
お
手
入
れ
等
、
行
き

届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
清
潔
感
が

あ
っ
て
と
て
も
良
い
で
す
」、「
神
戸
が
一

望
で
き
る
し
、自
由
に
見
学
で
き
る
の
で
、

異
人
館
に
遊
び
に
来
る
際
は
必
ず
訪
れ
ま

す
」
と
い
っ
た
多
く
の
お
声
を
頂
戴
し
ま

し
た
。

ラ
イ
ン
の
館
は
北
野
・
山
本
地
区
で
唯

一
の
無
料
開
放
異
人
館
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
よ
り
多
く
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
魅
力

に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
通
信
員
　
鹿
田
裕
子
）

園
田
学
園
女
子
大
学
生
協
は
、1
9
9
5

年
阪
神
淡
路
大
震
災
の
夏
に
創
立
し
、
今

夏
で
16
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。そ
し
て「
七

夕
ま
つ
り
」
を
生
協
の
誕
生
日
を
記
念
し

て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
学
生
、
教
職

員
を
は
じ
め
、
こ
の
時
期
短
期
留
学
を
し

て
い
る
台
湾
開
南
大
学
か
ら
の
留
学
生
、

付
属
幼
稚
園
の
児
童
・
保
護
者
・
ご
家
族
、

近
隣
住
民
の
方
々
に
も
参
加
し
て
頂
く
お

祝
い
の
祭
り
で
す
。
今
年
は
7
月
8
日
㈮

に
“
開
花
亭
”（
生
協
食
堂
ホ
ー
ル
）
で

開
催
し
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り

約
4
0
0
人
の
方
々
の
来
場
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

会
場
で
は
模
擬
店
あ
り
、
ゲ
ー
ム
あ
り

で
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
特
に
、

恒
例
の
盆
踊
り
は
留
学
生
の
方
も
先
生
の

振
り
付
け
を
見
よ
う
見
ま
ね
で
踊
っ
て
い

た
だ
き
、
笑
い
声
の
絶
え
な
い
楽
し
い
盆

踊
り
と
な
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
国
際
交

流
に
役
立
て
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
今
年
か
ら
長
期
留
学
生
の
母
国
で
あ

る
韓
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
料
理
も
模
擬

店
で
振
る
舞
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
協
学
生
委
員
は
約
2
ヶ
月
前
か
ら
企

画
、
渉
外
、
物
品
調
達
な
ど
の
準
備
を
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
県

下
の
大
学
生
協
学
生
委

員
の
皆
さ
ん
も
50
数
名

応
援
に
駆
け
つ
け
て
頂

き
成
功
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

年
に
一
度
の
文
字
通

り
“
七
夕
の
夜
”
に
ふ

さ
わ
し
い
楽
し
い
宴
で

し
た
。
永
遠
に
続
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
通
信
員
　
藤
井
貴
浩
）

園
田
学
園
女
子
大
学
生
活
協
同
組
合

神
戸
市
民
生
活
協
同
組
合

ラ
イ
ン
の
館
で

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た

生
協
生
誕
祭
「
七
夕
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た

歌声と音楽に包まれる異人館
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兵庫県漁業協同組合連合会Ｊ
Ｆ 兵庫県農業協同組合中央会Ｊ

Ａ

但馬の自慢をたじまんまで　
ファーマーズマーケット開店

JAたじまは 6 月17日、ファーマーズマーケッ
ト「たじまんま」をグランドオープンさせました。
大型の直売所の開設は、JAたじまでは初めてのこ
とです。

朝 9 時の開店には約200人が行列を作り、店内
にはトマトやキャベツ、ニンジンなどの野菜や、
パンなどの加工品、但馬牛肉などが並べられ、開
店の時を待ちました。出荷者の代表やJAたじま
の役員が、開店記念のくすだまを割ると、待ちわ
びた人たちが店内に入り、早速、買い物を楽しみ
ました。たじまんまでは現在、約400人の生産者
が出荷者として登録しており、新鮮で安全・安心
な食材を消費者へ届けています。近くに住む主婦
は、「品ぞろえの多さと新鮮さに満足できた。こ
の満足感がいつも感じられるよう、期待してい
る」と話していました。

たじまんまの名称には、「但馬の大地で採れた
特産を、まるのまんま、そのまんま取り扱う」と
いう意味が込められていて、金子洋一代表理事組
合長は、「生産者の自慢の品、但馬の自慢の品を
出荷してもらい、開店することができました。農
業の力で但馬を元気にしたい」と話していまし
た。

船から海中に転落した際の注意点や救助方法
などを紹介する『サバイバル訓練』が 6 月 3 日、
香美町香住区の香住西港で行われ、地元漁業者や
香住高校海洋科学科の生徒たち約100人が参加し
ました。

この取り組みは、作業用救命胴衣等の正しい装
着・整備方法を熟知するとともに、膨張式救命い
かだの正しい操作方法や海中転落者の適切な救助
方法、乗組員が非常時において生き抜くための知
識を身につけることを目的に船員災害防止協会の
主催で行われています。

訓練は、神戸運輸監理部　筒井課長をはじめ担
当者から、最新型の救命胴衣の紹介や、転落した
際に救助を待つまでのポイントや救助方法に加え

「ペットボトル等浮くものを利用し、絶対に生き
るという意識を持つ」と説明がありました。この
後、実際に海に飛び込み転落者を助ける訓練、自
動膨張式の救命いかだを実際に海中に投下し乗り
込む訓練の他、救命いかだ内の機材説明や、実際
に発煙筒や落下傘式発煙筒を使用する訓練など充
実した内容のものでした。この日の訓練を機に一
層海上安全に対する意識を高めて頂きたいと思い
ます。

「サバイバル訓練」実施！
〜香住漁港で漁業者らが訓練〜

グランドオープンの様子

救命いかだを
使った実習

ロープの講習も
ありました
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事　例

新築マンションを投資目的で購入しないかと職場に何度も電話が

あり、断り切れずに会う約束をさせられてしまった。業者名も連絡

先も分からないが、もう一度連絡があることになっている。会う約

束を断っても問題はないか。

【アドバイス】
「新築マンションを購入すれば、家賃収入が入る」といった、投資を目的としたマンショ

ンの電話勧誘に関する相談が、多数寄せられています。
マンションを購入する気がないのに会えば、強引に契約させられる可能性があるので、

購入する気がなければ、約束をきっぱりと断るようにしましょう。
宅地建物取引業法（宅建業法）では、勧誘にあたって相手を脅迫したり、電話による長

時間の勧誘などにより、相手を困惑させてはならないと定められています。違反した場合
は、行政処分の対象となります。

投資型分譲マンションの電話勧誘で、長時間にわたって一方的に話をされ、電話を切る
ことが出来ないなど、長時間、強引、脅迫まがいの勧誘を受けたときは、各都道府県の宅
建業法の所管課、国土交通省、国土交通省の地方整備局等に申し出るとよいでしょう。可

能であれば、業者名、連絡先を書き留めておきましょう。また、
通話内容を録音するなどの対策も効果的です。

もし契約してしまった場合、契約書面を受け取ってから8日間
以内であれば、クーリング・オフできる場合もあるので、早めに
お近くの消費生活センターにご相談ください。

暴力を振るわれたり、脅かされたりした場合は、警察に申し出
ましょう。

 （東播磨消費生活センター）

最近の消費生活相談事例

投資型分譲マンションの
電話勧誘
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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被
爆
ピ
ア
ノ
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
神
戸
市
立
東
灘
区
民
セ
ン
タ
ー 

う
は
ら
ホ
ー
ル
）

8
月
19
日
㈮　

関
西
地
連　

第
1
回
大
規
模
災
害
対
策

協
議
会

（
生
協
会
館
新
大
阪
）

編
集
後
記

7
月
1
日
㈮
に
開
催
し
た
協
同
組
合
デ
ー
で
の
浜

美
枝
さ
ん
の
ご
講
演
の
中
で
「
最
近
は
、
食
事
を
し

な
が
ら
テ
レ
ビ
を
見
る
環
境
が
増
え
、
ひ
と
り
で
食

べ
る
『
個
食
』
が
増
え
た
。
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て

暮
ら
し
の
あ
り
方
が
変
わ
っ
て
き
た
」
と
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
思
い
返
し
て
み
る
と
、
北
山
の
子
ど

も
時
代
は
、「
食
事
の
時
は
テ
レ
ビ
を
見
な
い
」
ル
ー

ル
が
確
か
に
存
在
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
我
が
家

も
完
全
に
個
食
文
化
圏
で
す
。
今
や
テ
レ
ビ
は
一
人

1
台
の
時
代
。
い
ず
れ
は
、
外
食
の
方
が
テ
レ
ビ
が

無
い
分
、
家
族
団
ら
ん
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

が
図
れ
る
と
言
わ
れ
る
時
代
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
、
答
え
は
出
せ
ま
せ
ん

が
、
改
め
て
現
在
と
昔
の
暮
ら
し
の
変
化
に
気
付
か

さ
れ
た
内
容
で
し
た
。
そ
し
て
、
本
当
に
、
美
し
い

方
で
し
た
…
…
。�

（
北
山
）

6 〜久遠の帰還〜
『地球のステージ』は、医師・桑山紀彦が世界の紛争、災害地域をめぐり
そこで出会った人々の姿を、オリジナルの歌と映像で贈る、映像と音楽のライブステージ。

東アフリカ最大のスラム・キベラ地区。その中にあるマゴソスクールで未来を信じ、
夢をもって懸命に生きている子どもたち。その子どもたちの大切ないのちに思いを寄せてみませんか。
早川さんのお話の後は、太鼓やダンスでアフリカを感じましょう。
ケニアの子どもたちから日本へメッセージが届いています。

● お問い合せ・お申し込み
コープこうべ生活文化センター  TEL.078-431-5273

● お問い合せ・お申し込み　兵庫県ユニセフ協会  TEL.078-435-1605（平日の10：00〜16：00）

「ルワンダ篇」
「国境難民キャンプ篇」
「東日本大震災篇」 ほか

日時：2011年10月1日（土）14時開演（13時半開場）
会場：コープこうべ生活文化センター　2階ホール
　　　神戸市東灘区田中町5-3-18（JR住吉駅、東へ徒歩約8分）　TEL. 078-431-5273

入場券 【全席自由席（消費税込み）】
　　一　　 般 前売り　800円　　当日　1,000円
　　小・中学生 前売り　400円　　当日　　600円

ステージ進行役：桑山 紀彦氏（NPO法人 地球のステージ代表理事／精神科医、医学博士）

日時：2011年9月11日（日）14時〜16時30分（予定）
会場：コープこうべ生活文化センター 2階ホール
　　　神戸市東灘区田中町5-3-18（JR住吉駅、東へ徒歩約8分）　TEL. 078-431-5273
定員：100人　　参加費：無料（資料代：500円）
講  演：早川 千晶さん  1966年福岡生まれ。世界放浪の旅の後、ケニアに定住。現在は、孤児・

元ストリートチルドレンなど、学校へ行けない子どもたちのための
「マゴソスクール」の運営に携わる。

演  奏：大西 匡哉さん、近藤 ヒロミさん、山北 紀彦さん
※会場の準備がありますので、事前にお申込みください。

構 成

トーク＆　　　　　

ジェンベ（民族楽器）演奏 ケニア・キベラスラムの子どもたち
〜すべてのいのちは たからもの〜

（
お
詫
び
）
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